
VLP取組概要 活動・取り組み内容
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●江戸川区

VLP活用のねらい
 仮想空間上に支援を要する児童・生徒を対象と
した支援環境を整え、居場所や学びの場を提供
する。

対象生徒・児童
 さまざまな事情で、学校に通うことのできない小中
学生

運営時間
 毎週月曜日から金曜日の平日開催
 午前８時30分から17時00分まで
活用方法
 校種や学年に制限は設けずに、本空間を必要と
するすべての児童・生徒を対象とし、広く本空間
の活用を周知した。

 本空間を居場所として利用してもらうために、複
数の人間で見守り体制を整えた。

【前期】
 校長会でバーチャル空間での操作デモ実施
 保護者向けチラシを作成し、区HPの掲載や各学
校へのメール配信

 全学校にIDを配布
 教職員向け体験会を実施(小65校、中32校)
 区主催研修等での宣伝・教員向けの広報誌の
発行

 ハロウィンイベントの実施
 クリスマスイベントの実施
 現役美術教員による授業の実施

【後期】

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●江戸川区

児童・
生徒

 ・ごっこ遊びでは、学校ごっこで先生役や生
徒役を演じたり、おうちごっこではお母さん役
やお兄ちゃん役、妹役を演じたりして楽しむこ
とができた。

 ・他の人に話せなかったことを話せて、嬉し
かった。

 ・VLPに参加していることを先生にほめられた。
 ・ボイスチャットがメインで、みんなとコミュニ

ケーションが取れて楽しい時間を過ごせた。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 校長会、各教育支援センター、チャレンジクラス、不登校対応
コーディネーター研修等、様々な場面に赴き、紹介することで、利
用者数を拡大できた。

 バーチャル空間での活動が学校に認められ、出席認定となって
いる。

 外部との交流がもてない児童・生徒が定期的に会話を楽しめる
居場所として機能した。

 現役美術教員による「絵に親しもう」というイベントを開催し、子
どもが参加して作品を仕上げた。

支援を拡充するための工夫
 不登校児童・生徒や教育支援センター、校内別室を利用して

いる等、様々な事情を抱えている児童・生徒に対して、支援を
広げ、当該校に利用状況を周知することで連携を図る。

イベントやオンライン授業を展開するための工夫
 利用申請書に、Teamsアカウントの記入を求めることで、事務

局が当該児童・生徒をチームに招待し、利用者に直接イベント
等の周知やオンライン授業ができるように調整予定

利用者の声

• 「学びの多様化」として、子どもたちが選んで
学習したり、交流をしたり、可能性のある事
業だと思う。（教職員）

• テキストチャットやボイスでの関わりやアバター
チェンジなどで、お子さんの心理的変化を感
じることができています。

• 安心して自分のことや気持ちを伝えられる場
になり(お子さんたちの)自己表現の向上につ
ながっていると実感しています。(心理士)
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●江戸川区

通知文 チラシ 申請書


